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１．若者応援企業宣言事業 

「若者応援企業宣言事業」をご存知でしょうか。これは、東京労働局が行っている事業で、若者の採用・育成に積極的な

中小・中堅企業と、次世代を担う若者のマッチングのサポートを行うというものです。ここでサポートとは、具体的には、①東

京労働局が行う「若者応援企業限定イベント（面接会等）」に参加することができる、②東京都内にあるすべてのハローワー

クに設置された「若者応援企業PRコーナー」でＰＲを行ってもらえる、③事業所情報を東京労働局ホームページに掲載し、Ｐ

Ｒしてもらえる、ということになります。 

このサポートを受けるためには、まず宣言を行わなければならないのですが、そのためには、次の基準をみたす必要があ

ります。 ①若者を積極的に正社員として採用・育成している、②就職関連情報（採用・定着、教育制度、有給取得状況等）を

開示している、③労働関係法令違反をしていない、④過去 1 年間に、事業主都合による解雇または退職勧奨を行っていな

い、⑤過去 3年間に、新規学卒者に対する採用内定取消を行っていない、⑥各種助成金の不支給措置を受けていない。 

そのうえで、宣言書と事業所ＰＲシートをハローワークに提出することにより、審査後に東京労働局で事業所情報が公開

されます。特にＰＲシートは、写真入りで社内の様子や働いている雰囲気を伝えることができるので、味気ない求人票とは全

く異なります。ということで、宣言を行うためには、労働条件の整備を行うことが必要となってくるのですが、その点について

はご相談いただくとして、ブラック企業などという耳障りな言葉がはびこる昨今、労働行政のお墨付き（？）が得られるのは大

きなメリットと言えでしょう。８月１日現在で 569 社が宣言を行っています。貴社も宣言をしてみませんか。 

２．正社員とパート社員の諸手当の格差はどのぐらい？ 

厚生労働省の「平成22年就労条件総合踏査」の結果によると、支給企業数が多い順に通勤手当、役付手当、家族手当、

技能・技術（資格）手当、住宅手当となっています。規模に応じて設ける手当の傾向が分かれており、小規模企業では精皆

勤手当・出勤手当が多く、大規模企業では住宅手当、調整手当、特殊勤務手当、単身赴任手当、別居手当、地域（勤務地）

手当、特殊作業手当を設けるところが多くなっています。 

◆正社員とパート社員では付く手当が異なる： 独立行政法人労働政策研究・研修機構の「企業の諸手当等の人事処遇制

度に関する調査」の結果によると、正社員とパート社員では付ける手当に違いが見られます。 

どちらも通勤手当と役付手当が上位 2つですが、正社員では次いで家族手当、技能手当・技術（資格） 

手当住宅手当が多いのに対し、パート社員では業績手当（個人、部門、グループ等）、技能手当・技術 

（資格）手当、精皆勤手当・出勤手当が多くなっています。 

◆通勤手当の額はどのぐらい？： また、通勤手当の結果は、1人当たり支給額（月単位）は、正社員12,477円、パート社員

7,710円となっています。39.3％の企業が上限額を設けており、その平均額は34,260円ですが、上限額に関する規定は大規

模企業ほど設けているところが多いという特徴が見られます。なお、正社員に通勤手当を支給する企業の割合が 89.8％な

のに対し、パート社員では 76.4％と差が見られますが、理由は①交通費がかからない者を採用している（30.2％）、②交通費

は基本給に含めて支給している（25.8％）、③自転車通勤のため算定困難（14.3％）と 

なっています。来春施行の改正パート労働法では、短時間労働者であることを理由と 

する不合理な差別的取扱いが禁止されることとなり、通勤手当についても違いを設け 

る場合には合理的な理由が必要となります。 

自社の規定がどうなっているか、一度チェックしてみてはいかがでしょうか。 

● 編集後記 ●                         

 

 

AKI 
Aozora 

   Key Information 

 

〔事務所だより〕こちらは全部お読みいただいても５分です。 

 あおぞら キー インフォメーション 

 

あおぞら人事・労務サポート 

特定社会保険労務士 

秋山幸子 (登録 NO.13050514） 

三鷹市下連雀 3-38-4 

三鷹産業プラザ 307 

TEL:０４２２－２４－８６２５ 

FAX:０４２２－２４－８６０５ 

E-mail: info@aozora-sr.com 

URL: www.aozora-sr.com 

先日、友人に誘われて、「ＳＭＡＰ」のコンサートに行きました。お客さんの年齢層が非常に
幅広い！40,50代の母と10,20代の娘という組み合わせも結構いました（自分も浮くことなく
会場に溶け込めました）。ヒット曲が多いので数曲知っていたし、３時間半、ファンを飽きさ
せないさまざまな工夫がされていました。キムタクって、正直、ファンではないけど、動きが
いちいち「木村拓哉」でかっこいいんだなと感心。友人もキムタクうちわを振って応援して
ました。それより最近のライブはほぼみんな公式のペンライト買うんですね…。（秋山） 
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